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長崎市 

メットライフ生命保険株式会社 
 

長崎市・メットライフ生命共催 女性活躍推進セミナー 

「わたしのキャリアストーリー」を開催しました 
 

長崎市（市長 田上富久）とメットライフ生命保険株式会社（代表執行役 会長 社長 最高経営責任者 
ディルク・オステイン、以下、「メットライフ生命」）は、8 月 26 日に女性活躍推進セミナー「わたしのキャリ

アストーリー～長崎で働く女性の体験談を聞いてみよう～」をオンライン形式で開催しましたのでお知ら

せします。 
 
長崎市とメットライフ生命は、長崎市民が長く健康で豊かに生きがいを持って活躍できる地域社会の

実現と、これからの長崎を担う人材の育成を目指すことなどを目的として、2020 年 12 月に包括連携協

定を締結しており、本セミナーはこの連携協定に基づき官民共催で開催したものです。 
 
オンライン形式で広く参加者を募集して、本年７月に開催した「ウィズコロナ時代のメンタルヘルスケア

セミナー」に次いで二回目のイベントとなりましたが、今回は、長崎において活躍していらっしゃる女性の

方々の実際のキャリアストーリーを共有頂く事により、長崎での就労、女性の活躍を応援する事を目的

に開催したものです。 
 

セミナーは、長崎市の田上市長とメットライフ生命のオステイン社長からのご挨拶に始まり、第 1 部で

は、国境なき医師団日本元会長/黒﨑医院院長の黒﨑伸子先生より、女性外科医としてのご苦労と国

境なき医師団での国際的緊急医療支援活動および同 NGO 日本の会長としてのご活躍、そしてこれか

らの目標等、長崎を起点にグローバルに展開なされて来たキャリアについてお話をいただきました。第 2
部では、3名の長崎に勤務する女性の方々から、これまでのキャリアストーリーを振り返りながらワーク・

ライフ・バランスの考え方や長崎で働くことのメリットなどを伺いました。第 1 部、第 2 部ともに参加者の

方々との質疑応答も活発に行われ、これからのキャリアについて考える機会を提供できたと思います。 
 
メットライフ生命は、長崎に拠点開設をして19年、長崎本社を設置して2周年を迎えました。当社にと

って重要な拠点である長崎市の市民の皆さまのより確かな未来に向けて、豊かで健康で活躍できる社

会の実現を目指しながら、より一層の連携を進めてまいります。 
 
長崎市とメットライフ生命は今後も様々な形で協働の取り組みを行っていくことを計画していますので

ご期待ください。 
 

以上 
 

長崎市について 
長崎市は、「つながりと創造で新しい長崎へ」という基本姿勢のもと、市民や議会の皆さんをはじめ、企

業、大学、行政など、様々な分野の人たちと一緒にな って、まちづくり を進めてきま した 。
https://www.city.nagasaki.lg.jp/ 
 
メットライフ生命について 
メットライフ生命は日本初の外資系生命保険会社として1973年に営業を開始し、現在は世界有数の生

命保険グループ会社、米国メットライフの日本法人として お客さまに常に寄り添い、最適な保障を選ぶ

お手伝いをしています。多様な販売チャネルを通じて、個人・法人のお客さまに対し幅広いリスクに対応

できる、 革新的な商品の提供に努めています。https://www.metlife.co.jp/  

https://www.city.nagasaki.lg.jp/
https://www.metlife.co.jp/
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別紙  

 

【登壇者のプロフィール】 

 

黒﨑伸子先生 
国境なき医師団日本元会長/黒﨑医院院長 

1957年長崎県生まれ。1981年長崎大学医学部卒業後、東京女子医大病院

一般外科および聖隷浜松病院外科で研修。1983年より長崎大学医学部付

属病院第一外科、国立小児病院（現：成育医療センター）外科レジデント、長

崎大学第一外科講師を経て、2001年以降、健康保険諫早総合病院外科、

独立行政法人国立病院機構長崎医療センター小児外科医長、独立政法人

国立病院機構長崎病院外科医長などを歴任。現在は黒﨑医院院長として

日々の診療や園医・学校医・警察嘱託医など地域医療を担っている。2001
年より国境なき医師団に参加し、外科医としてスリランカ、シリア、ソマリアや

東日本大震災被災地等、計11回派遣され、国際人道援助活動に従事した。 
 

 

【長崎市との包括連携協定】 

2020年12月22日付 長崎市、メットライフ生命が包括連携協定を締結 

～健康で豊かな地域社会の実現へ向けて～ 

 

 

【メットライフ生命の長崎でのこれまでの取り組み】 

2002年に長崎への中核業務の移転を開始し、2006年のメットライフ生命長崎ビルの建設をはじめ

として、数々の投資を行い、2019年7月1日に拠点名称を「長崎本社」へと変更いたしました。これまで

長崎ビルの優れた職場環境に対し、数々の賞※を受賞しました。さらに、メットライフ財団とともにセサ

ミワークショップと共同の金融教育プログラムの実施、特別支援を必要とする人々をサポートするため

のイベントを毎月開催するなど幅広い活動を支援しています。 
※ 長崎県誰もが働きやすい職場づくり実践企業認証制度（Nぴか） 5つ星認証（平成30年8月1日） 

第4回ながさき女性活躍推進企業等表彰 大賞受賞（平成30年度） 
平成30年度 長崎市男女イキイキ企業表彰受賞  

 

また、新型コロナウイルスの感染拡大にともない、長崎市の医療従事者に対してマスクの寄付をは

じめ、長崎本社が長崎みなとメディカルセンターの近隣に位置することから医療従事者応援の横断幕

設置や、稲佐山の青色ライトアップ、クリスマスにはオンラインコンサートの開催、リレーソング等を行

い、医療従事者、地域の皆さまを応援し続けています。 
 

https://www.metlife.co.jp/content/dam/metlifecom/jp/corp/pdf/about/press/2020/200519.pdf


                                                                                                          
 

Women Empowerment Seminar, “My Career Story” has been held 
 
TOKYO, August 27, 2021 – Nagasaki City (Mayor TAUE Tomihisa) and MetLife Insurance K.K. 
(“MetLife Japan,” Representative Statutory Executive Of f icer, Chairman, President and Chief  
Executive Of f icer Dirk Ostijn) are happy to announce that they together held virtually on line “My 
Career Story -Career experience of  professional women in Nagasaki-” on August 26th, 2021.   

 
Nagasaki City and MetLife Japan signed a comprehensive partnership agreement in December 
2020 for the purposes of  realizing a local community in which the citizens of  Nagasaki City are 
able to be actively involved for a long time while they remain healthy, prosperous, and motivated, 
and also of  developing individuals who will play key roles in Nagasaki in future. This seminar was 
co-sponsored by the public and private entities based on this partnership agreement.  
 
This on-line virtual seminar open to general participants is the second in series following “Mental 
Health Care Seminar for the Ear of  COVID-19” held in July this year and is to support the active 
career of  the women in Nagasaki by sharing the actual “career stories” of  the female professionals 
actively expanding their careers in Nagasaki. 
 
The event started with the opening remarks by Nagasaki Mayor Taue and MetLife Insurance 
president Ostijn.  In Part 1, Dr. Nobuko Kurosaki shared her global career experience with her 
basis in Nagasaki including how she struggled as a female surgeon, international emergency 
medical support activities at Doctors without Borders, her activities as president of  this NGO’s 
Japan Chapter as well as what she wants to do f rom now on.  In Part 2, three female professionals 
in Nagasaki shared their respective career stories and discussed work-life balance and what is 
good about working in Nagasaki.  Both Part 1 and Part 2 had Q&A session where seminar 
participants could ask questions.  All in all, this event seemed to be a very meaning time for the 
the participants. 
 
 
MetLife Japan marks the 19th anniversary of  its establishment of  an of fice in Nagasaki and the 
second anniversary of  its launch of  the Nagasaki Head Off ice. For a more conf ident future of  the 
citizens of  Nagasaki City, one of  the key locations of  MetLife Japan, the company will aim to 
contribute to a society that enables its people’s prosperity, health and motivation for life through 
further collaboration.    

 
Nagasaki City and MetLife Japan are planning various collaborative initiatives for future, including 
the “Event to support women’s empowerment and working in Nagasaki” which will be held on 
August 26.  

 
XXX 

 
About Nagasaki City 
Taking “Connection and creativity for a new Nagasaki” as its basic principle, Nagasaki City 
continues to develop through cooperation between its citizens, the city council, its many 
businesses and universities, and all levels of  government. 
https://www.city.nagasaki.lg.jp/  
 
About MetLife Insurance K.K. 
MetLife Japan started operations in 1973 as the f irst foreign life insurance company in Japan and 
currently operates as a Japanese corporation and an af f iliate of  MetLife, Inc., a leading global 
f inancial services company that aims to help people become more self -reliant and able to pursue 
more f rom life. MetLife Japan provides a broad, innovative range of  products through diverse 
distribution channels to individual and institutional customers. For more information, visit 
https://www.metlife.co.jp/ 

https://www.city.nagasaki.lg.jp/
https://www.metlife.co.jp/

